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中
央
会
・
理
事
会
開
催（
全
国
大
会
要
望
事
項〔
岐
阜
県
案
〕な
ど
決
ま
る
）　

２
〜
５

長
良
川
温
泉
旅
館　
『
喜
多
郎
コ
ン
サ
ー
ト
』案
内
、県
建
具
工
業　

・
建
具
展
示
会
開
催　

６

（協）

（協）

海
外
レ
ポ
ー
ト（
ユ
タ
州
）　

７　

五
月
の
景
況
調
査　

８　

支
所
だ
よ
り　

９

事
務
局
だ
よ
り　
　
　

大
日
本
土
木
関
連
の
県
融
資
制
度　
　

１０

１１

二
〇
〇
二
年
暑
中
見
舞
広
告　
　

〜　
１３

１９

　

こ
の
ほ
ど
、
経
済
産
業
大
臣

の
私
的
懇
談
会
で
あ
る
産
業

経
済
戦
略
会
議
が
中
間
取
り

ま
と
め
を
策
定
・
公
表
し
た
。

　

こ
の
中
で
、「
技
術
と
市
場
」、

「
製
造
業
と
サ
ー
ビ
ス
業
」、

「
日
本
と
ア
ジ
ア
」
の
三
つ
の
軸
を
好
循
環
さ
せ
る
た
め
、

「
六
つ
の
戦
略
」
を
提
案
し
て
い
る
。

　

わ
が
国
産
業
の
国
際
競
争
力
の
現
状
は
、
自
動
車
、
機

械
や
一
部
の
部
品
・
素
材
産
業
等
に
お
い
て
今
な
お
強
い

競
争
力
を
保
持
し
て
い
る

も
の
の
、
総
体
と
し
て
九

〇
年
代
に
大
き
く
後
退
し

た
。

　

そ
の
原
因
は
何
か
。
国

内
経
済
の
長
期
低
迷
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、
①
土
地

担
保
力
を
重
視
し
て
事
業
資
金
が
融
資
さ
れ
る
時
代
か

ら
、
投
資
か
ら
得
ら
れ
る
収
益
力
の
大
き
さ
が
重
視
さ
れ

る
金
融
資
本
時
代
へ
と
変
化
、
②
世
界
市
場
の
一
本
化
が

進
む
中
で
、
世
界
的
規
模
で
の
産
業
大
再
編
が
進
展
、
③

競
争
優
位
の
源
泉
が
「
工
場
等
に
お
け
る
作
業
効
率
向

上
」
か
ら
「
差
別
化
、
独
自
性
追
求
」
へ
と
変
化
し
た
こ

と
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
変
化
に
対
し
対
応
が
遅

れ
た
こ
と
が
原
因
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
視
点
を
踏
ま
え
て
、
産
業
競
争
力
戦
略
会
議

中
間
取
り
ま
と
め
で
は
、
経
済
活
性
化
・
競
争
力
強
化
に

向
け
、
次
の
六
つ
の
戦
略
プ
ラ
ン
を
提
言
し
て
い
る
。

　

①
【
わ
が
国
を
高
付
加
価
値
拠
点
化
す
る
】
技
術
革
新

（
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）
を
生
み
出
し
、
そ
れ
を
成
長
産
業

の
勃
興
、
潜
在
的
需
要
の
開
拓
、
産
業
競
争
力
の
強
化
に

つ
な
げ
る
。②【
競
争
力
あ
る
企
業
を
伸
ば
す
】企
業
の「
選

択
と
集
中
」、
産
業
の
再
編
を
促
す
と
と
も
に
、
企
業
活
動

を
支
え
る
基
盤
イ
ン
フ
ラ
を
強
化
し
、
高
コ
ス
ト
構
造
の

低
減
を
図
る
。
③
【
サ
ー
ビ
ス
経
済
化
と
雇
用
機
会
の
拡

大
を
図
る
】
サ
ー
ビ
ス
経

済
化
、
創
業
・
新
事
業
の

促
進
、
労
働
移
動
の
円
滑

化
に
よ
り
人
的
資
源
の
最

適
配
分
の
実
現
を
図
る
。

④
【
内
外
の
資
本
・
頭
脳

を
誘
致
す
る
】
国
富
を
生

み
出
す
内
外
の
人
材
や
企
業
の
機
能
を
国
内
に
惹
き
付
け

る
。
⑤
【「
東
ア
ジ
ア
自
由
ビ
ジ
ネ
ス
圏
」
を
形
成
す
る
】

東
ア
ジ
ア
と
の
経
済
連
携
の
強
化
を
わ
が
国
の
経
済
成
長

の
原
動
力
と
す
る
。
⑥
【
二
十
一
世
紀
の
新
市
場
を
創
出

す
る
】
需
要
が
拡
大
す
る
経
済
構
造
を
つ
く
る
。

　

産
業
競
争
力
を
高
め
る
た
め
、
政
府
全
体
と
し
て
迅
速

な
「
実
行
」
が
望
ま
れ
る
。

�
…『
�

』（
平
成　

年 
4
月
〜　

月
）
開
催
中
。
中
山
道
沿
線
地
域
に
て
各
種
イ
ベ
ン
ト
実
施
。

14

11

競
争
力
強
化
に
六
つ
の
戦
略

産
業
競
争
力
戦
略
会
議
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と
思
う
し
、
中
小
企
業
も
底
力
を
発

揮
し
て
が
ん
ば
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
。

　

中
央
会
顧
問
・
相
談
役
・
参
与
の
選

任
で
は
、
中
央
会
の
選
任
規
程
に
基
づ

き
選
任
。
今
後
の
中
央
会
活
動
等
に
つ

い
て
助
言
・
指
導
を
受
け
る
こ
と
と

な
っ
た
。

　

ま
た
、
会
長
の
諮

問
機
関
で
あ
る
、
総

合
・
金
融
税
制
・
商

業
・
労
働
な
ど
六
つ
の

専
門
分
野
に
よ
る

「
専
門
委
員
会
」
の
委

員
も
決
め
、
各
分
野

に
関
す
る
諸
課
題
な

ど
に
つ
い
て
協
議
し
て

い
く
。
事
業
協
同
組

合
や
商
工
組
合
な
ど
、

組
合
種
類
別
の
諸
問

題
を
協
議
す
る
「
部

会
」
に
つ
い
て
も
正
副

部
会
長
を
決
め
た
。

　
『
第　

回
中
小
企

54

業
団
体
全
国
大
会

（
埼
玉
県
大
会
）』へ
の

要
望
事
項
（
岐
阜
県

案
）の
と
り
ま
と
め
に

　

岐
阜
県
中
央
会
は
、役
員
改
選
後
の
新
役
員
に
よ
る
理
事
会（
役
員
会
）を
六
月
十
九
日
に
グ
ラ
ン
ヴ
ェー
ル
岐
山
で
開
催
し
た
。

　

議
題
は
、①
中
央
会
顧
問
・
相
談
役
・
参
与
の
選
任
②
部
会
及
び
専
門
委
員
会
の
委
員
委
嘱
③
新
規
加
入
組
合
の
承
認
④
第

　

回
中
小
企
業
団
体
全
国
大
会
の
要
望
事
項（
岐
阜
県
案
）と
り
ま
と
め
⑤
同
大
会
被
表
彰
者
の
推
薦
―
の
五
議
題
に
つい
て
審

54議
し
、各
議
題
と
も
承
認
さ
れ
た
。

専門委員会・部会委員など決まる
全国大会要望事項・被表彰者の承認も

新 役 員 で の 理 事 会 開 催

　

こ
の
理
事
会
は
、第　

回
通
常
総
会

47

に
お
い
て
選
任
さ
れ
、
就
任
し
た
新
し

い
顔
ぶ
れ
で
開
催
。

　

辻
正
会
長
は
、「
サ
ッ
カ
ー
の
Ｗ
杯
で

日
本
は
残
念
な
が
ら
負
け
て
し
ま
っ

た
が
、
我
々
中
小
企
業
は
途
中
で
負
け

る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
こ
の
ブ
ー
ム
で

日
本
経
済
を
支
え
て
い
た
だ
け
た
ら

つ
い
て
は
、　

の
要
望
を
審
議
。こ
の
要

20

望
事
項
は
、七
月
四
日
に
石
川
県
で
開

催
さ
れ
た「
東
海
・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
事
務

局
代
表
者
会
議
」
に
お
い
て
岐
阜
県
案

（
三
〜
五
頁
参
照
）と
し
て
提
出
し
た
。

　

そ
の
他
、
岐
阜
県
地
域
県
民
部
県

民
政
策
室
の
河
合
清
明
参
事
兼
室
長

が
『
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
つ
い
て
』
と
題
し
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
（
特
定
非
営
利
活
動
法

人
）
の
設
立
認
証
状
況
な
ど
に
つ
い
て

説
明
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
へ
の
認
識
を
深
め

る
と
と
も
に
、
普
及
促
進
の
た
め
の
Ｐ

Ｒ
を
行
っ
た
。 

　

平
成　

年
４
月　

日
か
ら
６
月　

１４

２６

１８

日
ま
で
の
新
規
加
入
組
合
等
は
次
の

と
お
り
。〔（ 
）
内
は
代
表
者
名
、
所

在
地
、
組
合
員
（
会
員
）
数
〕

　

▽
株
式
会
社
ギ
フ
ラ
イ
ス
（
玉
木

壽
代
表
取
締
役
、
岐
阜
市
、　

名
）

173

▽
西
友
ア
パ
レ
ル
協
同
組
合
（
松
岡

政
美
理
事
長
、
池
田
町
、
４
名
）
▽

岐
阜
ミ
ー
ト
ア
ン
ド
デ
リ
カ
協
同
組

合
（
鈴
木
鐵
男
理
事
長
、
岐
阜
市
、

４
名
）

五
組
合
等
が
新
規
加
入

新
役
員
に
よ
る
理
事
会
・
辻
会
長
あ
い
さ
つ

≪

総
合
専
門
委
員
会≫

（
担
当：

管

理
調
整
チ
ー
ム
）

　

▽
担
当
副
会
長
＝
加
藤
智
子
▽
委

員
長
＝
�
橋
敏
博
▽
副
委
員
長
＝
井

上
恵
太
、堀　

雅
夫
、渡
邊
克
郎
▽
委

員
＝
大
野
秀
穂
、加
藤
光
男
、曽
根
利

彦
、武
山　

徹
、野
口
千
寿
雄
、堀
部

正
勝
、森
本
繁
司
、横
山
清
進
、田
口

顧
問
・
相
談
役
・
参
与

（
敬
称
略
）

専

門

委

員

会

（
敬
称
略
）

【
顧
問
】（
三
名
）

　

梶
原　

拓
（
岐
阜
県
知
事
）、
高
田

藤
市
（
岐
阜
県
議
会
議
長
）、
井
上
孝

二（
岐
阜
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
・

前
会
長
）

【
相
談
役
】（
九
名
）

　

長
屋　

栄
（
岐
阜
県
農
林
商
工
部

商
工
局
長
）、
川
島
秀
雄
（
岐
阜
県
繊

維
協
会
・
会
長
）、足
立
幸
太
郎（
社
団

法
人
岐
阜
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業
連
合
会
・

理
事
長
）、
籠
橋
久
衛
（
岐
阜
県
陶
磁

器
産
業
連
盟
・
会
長
）、神
山
公
一（
岐

阜
県
紙
業
連
合
会
・
会
長
）、
小
川
信

也（
岐
阜
県
機
械
金
属
協
会
・
会
長
）、

北
村　

斉（
岐
阜
県
木
工
連
合
会
・
会

長
）、
武
藤
昭
三
（
岐
阜
県
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
工
業
組
合
・
顧
問
）、安
江
政
弘（
岐

阜
県
食
品
産
業
協
議
会
・
会
長
）

【
参
与
】（
二
名
）

　

吉
田
明
史（
商
工
中
金
・
岐
阜
支
店

長
）、
原　

敏
（
岐
阜
県
信
用
保
証
協

会
・
理
事
長
）
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総　
　

合

１.

中
小
企
業
対
策
予
算
及
び
連
携
組
織
対

策
等
に
つ
い
て

　

わ
が
国
経
済
は
、長
期
不
況
下
に
あ
っ
て
、個

人
消
費
の
低
迷
、民
間
設
備
投
資
の
減
少
に
歯

止
め
が
か
か
ら
ず
、
倒
産
件
数
、
完
全
失
業
率

も
月
を
追
う
ご
と
に
更
新
す
る
な
ど
、
中
小
企

業
の
景
況
は
一
段
と
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
中
小
企
業
が
相

互
に
経
営
資
源
を
補
完
し
、
競
争
力
を
強
化

し
、
そ
の
経
営
基
盤
を
強
固
な
も
の
に
し
て
い

く
た
め
に
は
、
自
ら
主
体
的
に
持
ち
前
の
活
力

を
発
揮
し
、経
営
革
新
や
創
業
・
新
事
業
展
開

に
積
極
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
組
合
を
始

め
と
す
る
中
小
企
業
連
携
組
織
に
参
画
し
、中

小
企
業
が
相
互
に
補
完
す
る
こ
と
は
勿
論
で

あ
る
が
、
経
営
の
革
新
を
図
る
こ
と
が
最
も
重

要
で
あ
る
た
め
、平
成
十
五
年
度
予
算
編
成
に

当
た
っ
て
は
、次
の
項
目
に
配
慮
す
る
こ
と
。

①
中
小
企
業
対
策
予
算
に
つ
い
て

　

中
小
企
業
が
、経
営
革
新
や
創
業
、新
規
事

業
の
創
出
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
わ
が
国
経

済
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
の
源
泉
と
し
て
の
役
割
を

現
実
に
果
た
し
て
い
く
た
め
に
は
、
国
等
の
キ
メ

細
か
な
配
慮
と
財
政
的
支
援
が
必
要
で
あ
る
。

特
に「
ま
ち
の
起
業
家
」の
創
業
・
新
事
業
への

挑
戦
を
促
す
環
境
整
備
と
、
いっ
た
ん
破
綻
し

た
経
営
者
が
再
度
起
業
す
る
こ
と
が
で
き
る

環
境
整
備
に
特
段
の
配
慮
を
さ
れ
た
い
。

　

ま
た
、現
下
の
厳
し
い
経
営
環
境
の
中
で
、中

小
企
業
（
組
合
等
）
の
補
助
事
業
の
さ
ら
な
る

受
益
者
負
担
の
強
化
は
行
わ
な
い
こ
と
。

②
中
小
企
業
連
携
組
織
対
策
と
中
央
会
指
導

体
制
に
つ
い
て

　

産
業
構
造
の
急
速
な
変
化
等
に
よ
り
増
大

す
る
中
小
企
業
の
組
織
化
ニ
ー
ズ
（
緩
や
か
な

連
携
を
含
む
。）に
対
応
す
る
た
め
、中
小
企
業

連
携
組
織
対
策
予
算
を
拡
充
す
る
と
と
も
に
、

中
小
企
業
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ

う
研
修
の
充
実
に
よ
る
指
導
員
の
資
質
向
上

を
図
る
ほ
か
、連
携
政
策
の
推
進
の
核
と
な
っ
て

い
る
中
央
会
が
そ
の
指
導
及
び
支
援
機
能
を

十
分
に
果
た
せ
る
よ
う
支
援
予
算
の
拡
充
を

図
る
こ
と
。

２.

中
小
企
業
向
け
官
公
需
の
増
大
に
つ
い
て

　

国
が
例
年
、閣
議
決
定
を
す
る「
中
小
企
業

者
に
関
す
る
国
等
の
契
約
の
方
針
」
に
定
め
ら

れ
た
措
置
事
項
の
完
全
実
施
に
努
め
る
と
と

も
に
、
官
公
需
の
中
小
企
業
向
け
発
注
を
大

幅
に
増
額
す
る
こ
と
。

　

ま
た
、
地
方
公
共
団
体
を
含
め
た
各
発
注

機
関
に
対
し
て
、中
小
企
業
者
に
対
す
る
受
注

機
会
の
増
大
を
図
る
た
め
、官
公
需
適
格
組
合

を
初
め
と
す
る
中
小
企
業
組
合
の
積
極
的
な

活
用
を
促
進
す
る
こ
と
。

３.

海
外
市
場
進
出
・
市
場
開
拓
事
業
の
支

援
策
の
拡
充
・
強
化
に
つ
い
て

　
「
内
需
拡
大
」・「
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」は
、

中
国
・
東
南
ア
ジ
ア
等
か
ら
大
量
に
安
価
な
製

品
が
流
入
す
る
な
ど
中
小
零
細
規
模
の
事
業

者
が
集
積
し
て
い
る
地
場
産
業
に
、
深
刻
な
打

撃
を
与
え
て
お
り
、
業
種
に
よ
っ
て
は
、「
セ
ー
フ

ガ
ー
ド
」の
申
請
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　

国
内
市
場
と
い
う
限
ら
れ
た
市
場
で
の
競
争

は
限
界
に
達
し
て
お
り
、
円
高
以
降
大
幅
に
減

少
し
た
海
外
市
場
に
再
挑
戦
す
る
こ
と
が
「
貿

易
立
国
」
日
本
の
原
点
で
あ
り
、
こ
れ
を
支
援

す
る
補
助
事
業
の
一
層
の
拡
充
を
図
る
こ
と
。

　

具
体
的
に
は
、
海
外
市
場
に
進
出
す
る
た
め

の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
、
海
外
見
本
市
へ
の
出

展
、
海
外
ア
ン
テ
ナ
シ
ョッ
プ
の
出
店
、
海
外
販

売
ル
ー
ト
の
開
拓
を
行
う
た
め
の
支
援
の
充

実
・
強
化
を
図
る
こ
と
。

４.

中
小
企
業
組
合
士
の
地
位
向
上
に
つ
い
て

　

全
国
中
小
企
業
団
体
中
央
会
が
、
昭
和
四

十
九
年
度
よ
り
実
施
し
て
い
る
「
中
小
企
業
組

合
士
制
度
」は
、
組
合
事
務
局
の
資
質
向
上
を

図
る
と
と
も
に
中
小
企
業
組
合
の
活
力
あ
る

発
展
と
企
業
の
育
成
に
寄
与
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
他
の
資
格
制
度
に
比
べ
、
社
会
的

認
知
度
も
低
い
。
現
在
の
よ
う
な
厳
し
い
経
済

環
境
の
中
で
、
中
小
企
業
者
が
生
き
延
び
て
ゆ

く
上
で
、組
合
組
織
が
果
た
す
役
割
は
ま
す
ま

す
重
要
で
あ
り
、
組
合
士
の
期
待
も
重
要
に

な
っ
て
き
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
中
小
企
業
組
合
士
の
社
会
的
地

位
の
向
上
と
、
更
な
る
資
質
向
上
並
び
に
組
合

士
制
度
促
進
の
た
め
、「
中
小
企
業
組
合
士
制

度
」
を
国
の
認
定
制
度
に
す
る
と
と
も
に
助
成

策
を
講
じ
る
こ
と
。組　

　

織

５.

商
工
組
合
に
対
す
る
県
知
事
権
限
の
拡

大
に
つ
い
て

　

商
工
組
合
の
所
管
は
主
務
大
臣
の
委
任
を

受
け
て
県
知
事
が
行
っ
て
い
る
が
、
団
体
法　
102

条
の
２
第
３
項
に
基
づ
く
省
令
に
よ
り
商
工

日
出
生

≪
金
融
税
制
専
門
委
員
会≫

（
担

当：
組
織
指
導
チ
ー
ム
）

　

▽
担
当
副
会
長
＝
戸
島
一
博
▽
委

員
長
＝
角
田　

惇
▽
副
委
員
長
＝
川

島
誠
之
、後
藤
利
夫
、脇
田
一
夫
▽
委

員
＝
雁
部
音
吉
、坂
�
三
千
敬
、杉
山

正
裕
、福
井
郁
夫
、宗
広
達
也
、森　

賢
二
、若
尾
芳
司
、塚
本
六
美

≪

商
業
専
門
委
員
会≫

（
担
当：
広

報
振
興
チ
ー
ム
）

　

▽
担
当
副
会
長
＝
河
野
直
喜
▽
委

員
長
＝
大
塚
滋
治
▽
副
委
員
長
＝
坂

�
義
雄
、永
井
泰
雄
、村
木
登
義
▽
委

員
＝
今
井
達
雄
、今
尾
一
壽
、奥
村
誠

一
、藤
垣　

孟
、堀　

克
己
、毛
利
静

雄
、渡
辺
幸
彦
、山
岡
利
安

≪

技
術
専
門
委
員
会≫

（
担
当
：
組

織
指
導
チ
ー
ム
）

　

▽
担
当
副
会
長
＝
岡
本
太
右
衛
門

▽
委
員
長
＝
大
松
利
幸
▽
副
委
員
長

＝
安
藤
日
出
武
、大
久
保
為
芳
、東
方

喜
之
、村
瀬
恒
治
▽
委
員
＝
安
藤　

明
、北
村
正
敏
、小
石
裕
司
、砂
田
信

博
、玉
樹
成
三
、松
波
俊
宣
、溝
口
武

嗣

≪

労
働
専
門
委
員
会≫

（
担
当：

調

査
労
働
チ
ー
ム
）

　

▽
担
当
副
会
長
＝
加
藤
愛
之
輔
▽

委
員
長
＝
岩
田
仲
雄
▽
副
委
員
長
＝

青
木
貞
夫
、兼
松
誠
吾
、小
西
輝
幸
、

籏
政
廣
▽
委
員
＝
岩
井
三
千
昭
、楓

和
夫
、下
平　

治
、服
部　

�
、本
田

行
雄
、丸
山
輝
城
、田
中　

稔

≪

情
報
専
門
委
員
会≫

（
担
当：

情

報
企
画
チ
ー
ム
）

　

▽
担
当
副
会
長
＝
関　

道
朗
▽
委

員
長
＝
老
田
正
夫
▽
副
委
員
長
＝
加

藤
都
喜
男
、�
木
雄
一
、野
田
豪
一
、

林　

初
彦
▽
委
員
＝
小
木
曽　

洋
、

島　

秀
太
郎
、白
石
仲
七
、滝　

多
賀

男
、竹
中
芳
弘
、辻　

守
重
、前
田
修

平
、和
田
繕
長
、宇
佐
見　

潤

中

央

会

部

会

（
敬
称
略
）

≪

事
業
協
同
組
合
部
会≫

　

▽
部
会
長
＝
岩
井
三
千
昭

　

▽
副
部
会
長
＝
今
井
達
雄
、
坂
�

三
千
敬
、
竹
中
芳
弘

≪

信
用
組
合
部
会≫

　

▽
部
会
長
＝
杉
山
正
裕

　

▽
副
部
会
長
＝
前
田
修
平

≪

企
業
組
合
部
会≫

　

▽
部
会
長
＝
辻　

守
重

　

▽
副
部
会
長
＝
宗
広
達
也

≪

商
工
組
合
部
会≫

　

▽
部
会
長
＝
小
木
曽　

洋　

　

▽
副
部
会
長
＝
福
井
郁
夫

≪

協
業
組
合
部
会≫

　

▽
部
会
長
＝
森
本
繁
司

　

▽
副
部
会
長
＝
楓　

和
夫

第５４回
全国大会

国
等
へ
の
業
界
要
望
事
項

〔
岐
阜
県
案
〕

≪

商
店
街
振
興
組
合
部
会≫

　

▽
部
会
長
＝
森　

賢
二

　

▽
副
部
会
長
＝
大
塚
滋
治
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組
合
の
名
称
、
事
業
及
び
組
合
員
資
格
に
関

す
る
定
款
変
更
は
地
方
経
済
産
業
局
の
協
議

事
項
と
な
っ
て
い
る
。許
認
可
事
務
を
一
貫
し
て

委
託
す
る
こ
と
に
よ
り
、
事
務
手
続
き
の
簡
素

化
並
び
に
県
知
事
への
権
限
拡
大
を
図
る
こ
と
。

　

ま
た
、
団
体
法
施
行
令
第
十
条
第
二
項
に

よ
り
、
県
域
を
超
え
な
い
商
工
組
合
に
対
す
る

権
限
は
県
知
事
に
委
譲
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、

一
部
の
業
種
に
お
い
て
は
主
務
大
臣
の
所
管
と

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
現
下
の
地
方
分
権
の
時

代
に
あ
っ
て
、
全
て
の
業
種
に
つ
い
て
知
事
権
限

に
委
譲
さ
れ
た
い
。

６.

経
営
革
新
支
援
法
に
係
る
「
経
営
革
新

計
画
」
及
び
「
経
営
基
盤
強
化
計
画
」
の
弾
力

的
運
用
に
つ
い
て

　

経
営
革
新
支
援
法
に
基
づ
く
各
種
支
援
策

を
期
待
す
る
た
め
の
「
経
営
革
新
計
画
」
策
定

に
あ
た
っ
て
、
付
加
価
値
額
が
三
年
か
ら
五
年

計
画
で
、
九
％
か
ら
十
五
％
の
目
標
伸
び
率
を

求
め
ら
れ
て
い
る
が
、現
下
の
厳
し
い
経
済
環
境

に
お
い
て
、
そ
の
達
成
は
困
難
で
あ
り
、
そ
の
目

標
伸
び
率
の
緩
和
を
図
ら
れ
た
い
。

　

な
お
、同
計
画
が
承
認
を
得
ら
れ
た
場
合
は
、

各
種
支
援
策
が
容
易
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
、関

係
支
援
機
関
に
適
切
な
指
導
を
行
う
こ
と
。

　

ま
た
、「
経
営
基
盤
強
化
計
画
」
を
策
定
す

る
に
当
た
っ
て
は
、
業
界
全
体
の
改
善
発
達
を

図
る
た
め
の
組
織
で
あ
る
商
工
組
合
が
積
極

的
な
活
用
を
図
ら
れ
る
よ
う
組
合
に
対
し
慫

慂
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
政
策
的
支

援
を
強
化
す
る
こ
と
。

７.

創
業
・
経
営
革
新
支
援
の
た
め
の
中
小
企

業
組
合
制
度
の
改
善
に
つ
い
て

　

廃
業
率
が
開
業
率
を
上
回
り
、
完
全
失
業

率
も
高
水
準
で
推
移
し
て
い
る
中
、
わ
が
国
経

済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
は
、
創
業
の
一
層

の
促
進
が
極
め
て
重
要
な
政
策
課
題
で
あ
る
。

　

創
業
の
促
進
に
つ
い
て
は
、組
合
等
の
中
小
企

業
連
携
組
織
に
よ
る
取
組
み
が
大
い
に
期
待
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
特
に
、
失
業
者
の
雇
用

の
場
の
確
保
、
女
性
・
高
齢
者
の
能
力
や
経
験

等
の
活
用
な
ど
の
観
点
か
ら
、
個
人
が
最
低
資

本
金
の
制
約
な
し
に
比
較
的
容
易
に
有
限
責

任
の
法
人
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
企
業

組
合
を
中
心
と
す
る
中
小
企
業
組
合
制
度
の

積
極
的
活
用
が
図
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
。

　

こ
の
た
め
、
中
小
企
業
組
合
制
度
に
つ
い
て
、

次
の
よ
う
な
制
度
の
改
善
を
図
る
こ
と
。

　

①
企
業
組
合
の
従
事
比
率
（
１
／
２
）・
組

合
員
比
率（
２
／
３
）の
緩
和
等

　

②
組
合
事
業
への
広
範
な
支
援
・
協
力
体
制

の
構
築
の
た
め
の
準
組
合
員
制
度
の
創
設

　

③
最
少
組
合
員
数（
四
人
↓
三
人
）の
引
下

げ
　

④
出
資
制
限（　

％
↓　

％
）の
緩
和
及
び

25

35

出
資
配
当
限
度（
年
一
割
）の
引
上
げ

　

⑤
決
算
書
類
や
議
事
録
の
電
磁
的
方
法
に

よ
る
作
成
を
認
め
る
な
ど
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た

組
合
運
営
を
一
層
広
範
に
認
め
る
た
め
の
改

善
等
を
行
う
こ
と
。金　

　

融

８.

中
小
企
業
倒
産
防
止
共
済
制
度
の
貸
付

金
額
の
拡
大
に
つ
い
て

　

平
成
十
三
年
度
は
倒
産
件
数
及
び
負
債
総

額
と
も
に
戦
後
二
番
目
の
高
水
準
と
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
現
行
の
中
小
企
業
倒
産
防
止
共
済

制
度
の
掛
金
積
立
限
度
額
三
百
二
十
万
円
は

据
え
置
き
、
国
の
財
源
を
補
填
し
、
貸
付
金
額

の
増
大
を
図
ら
れ
た
い
。

９.

新
た
な
金
融
保
証
制
度
の
創
設
に
つ
い
て

　

前
年
度
、中
小
企
業
の
担
保
余
力
の
減
退
に

よ
り
、
国
に
お
い
て
売
掛
債
権
担
保
融
資
保
証

制
度
が
創
設
さ
れ
た
が
、借
入
企
業
の
信
用
力

等
の
観
点
か
ら
本
制
度
を
利
用
し
に
く
い
状

況
に
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
平
成
十
年
度
に
実
施
さ
れ
平

成
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
時
限
措
置

と
し
て
実
施
さ
れ
た「
中
小
企
業
経
営
安
定
化

特
別
保
証
制
度
」
的
な
「
金
融
保
証
制
度
」
を

創
設
さ
れ
た
い
。

税　
　

制

　

.

税
制
の
抜
本
見
直
し
に
つ
い
て

10
　

政
府
及
び
与
党
は
、
経
済
財
政
諮
問
会
議
、

政
府
税
制
調
査
会
及
び
自
由
民
主
党
税
制
調

査
会
の
場
に
お
い
て
、
六
月
を
目
途
に
今
後
の

税
制
の
基
本
的
な
方
向
に
つ
い
て
の
検
討
を
進

め
て
い
る
が
、
そ
の
取
り
ま
と
め
に
当
た
っ
て
は
、

わ
が
国
の
雇
用
創
出
や
地
域
経
済
の
活
性
化

の
源
泉
で
あ
る
中
小
企
業
が
将
来
に
向
け
て

積
極
的
な
事
業
展
開
を
図
り
、
そ
の
活
力
を

維
持
・
増
進
さ
せ
、経
営
基
盤
を
強
化
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、次
の
事
項
に
配
慮
さ
れ
た
い
。

　

①
法
人
事
業
税
へ
の
外
形
標
準
課
税
導
入

に
つ
い
て
は
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
経
済
環
境
に

あ
る
こ
と
か
ら
中
小
企
業
に
配
慮
し
、
景
気
回

復
に
目
途
が
つ
く
ま
で
導
入
し
な
い
こ
と
。

　

②
創
業
促
進
の
た
め
、
現
行
の
エ
ン
ジ
ェル
税

制
の
拡
充
等
を
図
る
こ
と
。

　

③
「
第
二
創
業
」
と
も
い
う
べ
き
次
世
代
への

事
業
承
継
を
円
滑
に
す
る
た
め
、相
続
税
・
贈

与
税
の
税
率
の
引
下
げ
及
び
税
率
構
造
の
緩

和
、事
業
用
資
産
に
対
す
る
相
続
税
の
大
幅
な

軽
減
（
例
え
ば
五
年
前
後
の
事
業
継
続
を
条

件
と
し
て
課
税
対
象
額
の
五
割
程
度
の
軽
減
、

相
続
時
ま
で
贈
与
税
の
納
税
を
繰
り
延
べ
る

生
前
相
続
特
例
等
）な
ど
、
中
小
企
業
の
事
業

承
継
税
制
の
充
実
・
強
化
を
図
る
こ
と
。

　

④
空
洞
化
が
叫
ば
れ
て
い
る
国
内
産
業
の
活

性
化
を
促
進
す
る
見
地
か
ら
、
試
験
研
究
費

が
増
加
し
た
場
合
等
の
税
額
控
除
（
平
成
十

五
年
三
月
三
十
一
日
）、中
小
企
業
投
資
促
進

税
制
（
平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日
）、
中
小

企
業
新
技
術
体
化
投
資
促
進
税
制
（
平
成
十

五
年
三
月
三
十
一
日
）
な
ど
促
進
す
る
税
制

の
特
別
措
置
の
期
限
が
そ
れ
ぞ
れ
迎
え
る
た
め
、

恒
久
的
に
延
長
す
る
こ
と
。

　

⑤
法
人
課
税
に
つ
い
て
、
中
小
企
業
の
軽
減

税
率
の
適
用
所
得
限
度
額
を
引
き
上
げ
る
こ

と
。

　

⑥
消
費
税
に
つ
い
て
、
一
部
に
税
率
の
引
上

げ
論
が
出
て
い
る
が
、景
気
が
低
迷
し
て
い
る
状

況
下
で
は
、税
率
の
見
直
し
は
行
わ
な
い
こ
と
。

　

⑦
中
小
同
族
会
社
の
留
保
金
課
税
制
度
に

つ
い
て
全
面
的
に
廃
止
す
る
こ
と
。

商　

業
・
流　

通

　

.

中
小
商
業
の
活
性
化
に
つ
い
て

11
　

中
小
商
業
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、Ｉ
Ｔ
を

活
用
し
た
、新
業
態
開
発
や
製
・
配
・
販
の
連

携
・
協
力
に
よ
る
新
し
い
商
品
開
発
、
サ
ー
ビ

ス
・
販
売
方
法
の
提
供
等
の
た
め
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
の
開
発
への
支
援
を
は
じ
め
、
新
た
な
事
業

の
創
出
・ニュ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
展
開
に
向
け
て
の
支

援
策
を
一
層
充
実
さ
せ
る
こ
と
。

　

ま
た
、
中
心
市
街
地
及
び
商
店
街
等
商
業

集
積
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
機
能
を
強
化
す
る
た
め
、

そ
の
活
力
の
源
泉
で
あ
る
個
店
の
競
争
力
の
強

化
に
対
す
る
支
援
（
専
門
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派

遣
等
）
を
は
じ
め
、
商
店
街
等
が
行
う
、
①
空

き
店
舗
・
空
き
地
の
取
得
や
分
散
店
舗
の
集
約

化
等
、市
街
地
空
洞
化
対
策
、②
公
共
交
通
機

関
・
駐
車
場
等
交
通
ア
ク
セ
ス
の
整
備
、③
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
の
推
進
、
待
機
児
童
向
け
の
保
育

サ
ー
ビ
ス
施
設
等
の
設
置
、
④
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
大
学
、

地
域
住
民
団
体
等
と
の
連
携
、
な
ど
に
対
す
る

総
合
的
な
支
援
を
強
力
に
推
進
す
る
こ
と
。

労　
　

働

　

.

中
小
企
業
の
労
務
対
策
の
充
実
に
つ
い
て

12（
一
）
今
日
の
就
業
形
態
の
多
様
化
の
更
な
る

進
展
を
背
景
に
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
存

在
意
義
が
単
な
る
補
助
的
、
短
期
的
な
労
働

者
と
い
う
位
置
付
け
か
ら
主
戦
力
的
な
労
働

者
と
考
え
る
中
小
企
業
者
が
増
加
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
応
し
、パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
円
滑

な
確
保
を
図
る
た
め
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者

に
対
す
る
所
得
税
等
の
非
課
税
限
度
額
を
大

幅
に
引
き
上
げ
る
こ
と
。

（
二
）
雇
用
情
勢
が
依
然
と
し
て
低
迷
す
る
中

で
、
中
小
企
業
に
お
け
る
雇
用
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を

解
消
し
在
職
者
等
の
職
業
能
力
を
向
上
す
る

た
め
、
職
業
訓
練
制
度
の
拡
充
強
化
及
び
中

小
企
業
の
実
践
的
な
人
材
育
成
に
も
つ
な
が
る

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
促
進
等
を
図
る
こ
と
。

　

.

外
国
人
技
能
実
習
生
に
対
す
る
社
会
保

13険
等
の
適
用
緩
和
に
つ
い
て

　

外
国
人
研
修
生
が
全
国
的
に
受
け
入
れ
さ

れ
て
い
る
中
、
現
在
、
研
修
生
か
ら
実
習
生
に

移
行
す
る
と
事
業
主
と
雇
用
契
約
を
結
び
日

本
人
と
同
じ
よ
う
に
雇
用
保
険
、
厚
生
年
金

等
社
会
保
険
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
実
習
制
度
は
二
年
間
の
時
限
で
、
実

習
生
は
帰
国
す
る
こ
と
と
な
る
た
め
、
事
業
主

及
び
実
習
生
に
は
、社
会
保
険
・
労
働
保
険
の

掛
け
金
は
負
担
と
な
り
、適
用
除
外
と
す
る
こ

と
。（
厚
生
年
金
も
帰
国
し
て
か
ら
の
手
続
で

返
還
は
可
能
で
あ
る
が
、
本
人
掛
金
の
何
割
か

が
戻
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。）

　

.

雇
用
対
策
等
の
充
実
強
化
に
つ
い
て

14
　

完
全
失
業
率
が
五
％
を
超
え
る
高
水
準
で

推
移
す
る
な
ど
、
雇
用
情
勢
が
依
然
と
し
て
厳

し
い
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
雇
用
面
の
セ
ー
フ
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テ
ィ
ネ
ッ
ト
に
万
全
を
期
す
る
と
と
も
に
、
以

下
の
施
策
の
早
期
実
現
を
図
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。

　

①
失
業
者
の
増
加
に
伴
い
、雇
用
保
険
財
政

が
ひ
っ
迫
し
て
い
る
中
で
、
昨
年
春
か
ら
雇
用
保

険
の
失
業
等
給
付
に
係
る
保
険
料
を
引
き
上

げ
た
ば
か
り
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
料
率
も

含
め
た
制
度
の
見
直
し
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、

何
よ
り
も
、
関
係
行
政
コ
ス
ト
と
業
務
全
体
の

大
幅
な
見
直
し
、
給
付
内
容
の
洗
い
直
し
及
び

雇
用
保
険
三
事
業
の
内
容
の
再
検
討
等
を
主

軸
に
据
え
て
対
処
す
べ
き
で
あ
り
、企
業
の
コ
ス

ト
ア
ッ
プ
要
因
と
な
る
事
業
主
負
担
保
険
料

率
の
再
引
上
げ
は
行
わ
な
い
こ
と
。

　

②
雇
用
関
係
の
各
種
助
成
制
度
に
つ
い
て
も
、

中
小
企
業
が
有
効
に
活
用
で
き
る
よ
う
、引
き

続
き
要
件
の
緩
和
、手
続
き
の
簡
素
化
等
を
行

う
こ
と
。

　

.

最
低
賃
金
及
び
産
業
別
最
低
賃
金
の
見

15直
し
に
つ
い
て

　

最
低
賃
金
制
度
に
つ
い
て
は
、
地
域
別
最
低

賃
金
が
全
国
的
に
整
備
・
適
用
さ
れ
て
定
着
を

み
て
い
る
が
、
こ
れ
に
屋
上
屋
を
架
す
る
産
業

別
最
低
賃
金
は
廃
止
す
る
こ
と
。

　

ま
た
、地
域
別
最
低
賃
金
に
つ
い
て
は
、現
実

の
厳
し
い
経
済
実
態
を
考
慮
し
、
毎
年
諮
問
さ

れ
、引
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
れ
ま
で
の
下
方
硬

直
的
な
運
用
を
見
直
す
こ
と
。

情　
　

報

　

.

組
合
等
情
報
化
促
進
施
策
の
充
実
に
つ

16い
て

　

日
本
経
済
の
構
造
改
革
が
叫
ば
れ
て
い
る
中
、

中
小
企
業
に
お
い
て
も
、
中
国
等
発
展
途
上
国

か
ら
の
輸
入
品
の
急
増
、
ま
た
、
海
外
生
産
移

転
の
増
大
等
、
経
営
革
新
を
迫
る
環
境
が
益
々

強
ま
り
、製
品
開
発
、生
産
・
物
流
・
流
通
の
効

率
化
、取
引
・
決
済
方
法
の
改
革
等
、新
し
い
経

営
の
構
築
、
さ
ら
に
は
第
二
創
業
な
ど
、
新
た

な
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
は
、
Ｉ
Ｔ
を
活
用
す

る
こ
と
が
最
も
有
効
で
あ
る
。
Ｉ
Ｔ
革
命
と
言

わ
れ
る
中
、
大
手
、
中
堅
企
業
で
は
Ｉ
Ｔ
を
高

度
に
活
用
し
、画
期
的
に
経
営
効
率
を
高
め
た

事
例
が
増
え
、ま
た
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用

し
た
ニュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
も
出
て
来
て
い
る
。

　

し
か
し
、中
小
企
業
の
現
状
は
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

の
導
入
は
進
ん
で
い
る
が
、
活
用
の
レ
ベ
ル
が
低

く
、
経
営
革
新
への
具
体
的
な
効
果
は
緒
に
着

い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

情
報
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
こ
と
は
、
産
業
革

命
レ
ベ
ル
の
新
し
い
取
り
組
み
で
あ
り
、中
小
企

業
に
と
っ
て
は
大
き
な
リ
ス
ク
が
伴
い
、
こ
れ
ま

で
そ
の
対
応
が
遅
れ
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
中
小
企
業
の
Ｉ
Ｔ
対
応
を
促
進

す
る
た
め
、
次
の
組
合
等
情
報
化
助
成
策
の
一

層
の
充
実
強
化
を
図
る
こ
と
。

（
一
）中
小
企
業
情
報
創
造
発
信
強
化
支
援
事

業
は
、組
合
・
中
小
企
業
等
の
利
用
ニ
ー
ズ
が
高

く
、組
合
・
中
小
企
業
等
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利

用
、
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
用
への
取
り
組
み
を

支
援
し
、大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
組
合
等
の
取
り
組
み
の
充
実
を
図

り
、ま
た
、広
範
な
組
合
に
普
及
す
る
た
め
、現

在
、コ
ン
テ
ン
ツ
作
成
に
対
す
る
助
成
が
事
業
費

の
３
分
の
２
補
助
と
な
っ
て
い
る
が
、
少
な
く
と

も
初
期
取
組
に
対
し
て
は
定
額
補
助
に
す
る

な
ど
、本
事
業
の
一
層
の
充
実
を
図
る
こ
と
。

（
二
）
中
小
企
業
等
の
情
報
化
を
促
進
す
る
対

策
の
一
環
と
し
て
、
中
小
企
業
等
の
身
近
な
情

報
化
事
例
と
し
て
、ま
た
、体
験
の
機
会
と
し
て

の
効
果
が
大
き
い
た
め
、
中
小
企
業
組
合
等
の

情
報
化
促
進
た
め
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
設
置
等
情

報
シ
ス
テ
ム
導
入
に
対
す
る
助
成
金
制
度
を
設

け
る
こ
と
。

　

ま
た
、
今
年
度
ス
タ
ー
ト
し
た
、
中
小
企
業

等
の
Ｉ
Ｔ
活
用
への
具
体
的
取
組
を
助
成
す
る

Ｉ
Ｔ
活
用
型
経
営
革
新
事
業
の
運
用
で
は
、

補
助
率
を
上
げ
る
と
と
も
に
、中
小
企
業
等
が

活
用
し
易
い
弾
力
的
な
運
用
に
配
慮
す
る
こ

と
。

　

.

中
小
企
業
の
積
極
的
な
Ｉ
Ｔ
対
応
の
た

17め
の
支
援
の
強
化
に
つ
い
て

　

中
小
企
業
に
と
っ
て
、
急
速
に
進
展
し
て
い
る

Ｉ
Ｔ
活
用
に
よ
る
経
営
基
盤
強
化
や
新
ビ
ジ

ネ
ス
へ
の
挑
戦
が
極
め
て
重
要
な
経
営
課
題
と

な
っ
て
い
る
。特
に
、
平
成
十
五
年
度
を
目
標
と

し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
電
子
政
府
・
電
子
自
治

体
への
的
確
な
対
応
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

　

し
か
る
に
、大
企
業
等
に
比
べ
て
資
金
、人
材
、

技
術
力
等
に
制
約
の
あ
る
中
小
企
業
に
お
い
て

は
、
最
新
の
情
報
通
信
技
術
への
対
応
は
必
ず

し
も
十
分
と
は
い
え
ず
、「
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
」

（
情
報
力
格
差
）が
さ
ら
に
拡
大
す
れ
ば
、中
小

企
業
に
期
待
さ
れ
る
経
済
発
展
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ

ム
も
損
な
わ
れ
か
ね
な
い
状
況
に
あ
る
。

　

こ
の
た
め
、「
中
小
企
業
Ｉ
Ｔ
化
推
進
計
画
」

の
着
実
な
実
現
な
ど
、機
動
的
、か
つ
、重
点
的

な
支
援
の
展
開
が
必
要
で
あ
り
、
と
り
わ
け
、

中
小
企
業
が
急
速
に
展
開
し
て
い
る
電
子
商

取
引
等
に
円
滑
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
組
合

等
の
中
小
企
業
連
携
組
織
を
活
用
し
た
取
組

み
が
効
果
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
以
下
の
取
組

み
に
つ
い
て
一
層
の
支
援
強
化
を
講
ず
る
こ
と
。

　

①
組
合
等
の
中
小
企
業
連
携
組
織
に
よ
る

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
や
ビ
ジ
ネ
ス

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

　

②
中
小
企
業
が
電
子
商
取
引
等
に
対
応
す

る
上
で
必
要
と
な
る
人
材
育
成
策
の
拡
充

　

③
行
政
の
情
報
化
や
電
子
商
取
引
等
に
必

要
な
中
小
企
業
向
け
の
低
料
金
で
簡
易
な
電

子
認
証
シ
ス
テ
ム
の
整
備
及
び
普
及

　

④
Ｉ
Ｔ
活
用
に
よ
る
総
合
的
な
中
小
企
業

向
け
の
官
公
需
情
報
の
迅
速
な
提
供

　

⑤
電
子
政
府
・
電
子
自
治
体
の
実
現
に
伴

う
中
小
企
業
者
への
Ｐ
Ｒ
等
普
及
策
の
拡
充

　

⑥
高
速
、
か
つ
、
安
価
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
イ
ン

フ
ラ
の
整
備

　

⑦
急
激
に
増
加
し
て
い
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
犯
罪

や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ウ
ィ
ル
ス
等
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

の
強
化

そ　

の　

他

　

.

ア
シ
ス
ト
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
創
設
に
つ
い

18て
　

現
在
の
経
済
状
況
は
、
政
府
関
係
機
関
で

考
え
て
お
ら
れ
る
現
状
よ
り
さ
ら
に
悪
化
し
て

お
り
、容
易
な
ら
ざ
る
事
態
で
あ
る
。か
ね
て
よ

り
、
こ
の
状
況
に
対
し
中
小
企
業
対
策
と
し
て

政
府
は
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
準
備
し
、中
小
企

業
の
発
展
を
支
え
る
柱
と
し
て
い
る
が
、そ
の
内

容
は
、雇
用
で
あ
り
、金
融
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
協
同
組
合
を
五
十
年
に

亘
り
築
い
て
き
た
経
験
か
ら
、ま
さ
に
、協
同
組

合
こ
そ
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
役
割
を
担
う
べ
き

で
あ
る
と
の
結
論
に
達
し
た
。
各
業
界
に
お
け

る
状
況
を
詳
し
く
知
る
の
は
、
そ
の
業
界
の
協

同
組
合
で
あ
る
。

　

平
成
十
一
年
に
中
小
企
業
基
本
法
の
政
策

理
念
が
改
正
さ
れ
、
弱
き
者
は
淘
汰
さ
れ
、
強

き
者
が
勝
ち
組
と
し
て
生
き
残
る
こ
と
が
正
し

い
と
の
考
え
が
一
般
的
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
し

か
し
、「
勝
ち
組
」は
ほ
ん
の
わ
ず
か
で
あ
り
、全

て
が
負
け
組
と
な
り
つ
つ
あ
る
状
態
に
な
っ
て
い

る
。そ
れ
は
、主
と
し
て
中
国
を
始
め
と
す
る
低

賃
金
国
の
ビ
ジ
ネ
ス
攻
勢
が
あ
り
、
ま
た
、
生

産
会
社
の
海
外
移
転
な
ど
が
影
響
し
て
い
る
こ

と
も
そ
の
一
因
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
対
応
策
と
し
て
、
新
産
業
育
成
や

高
コ
ス
ト
経
営
の
克
服
等
に
役
立
て
る
た
め
、協

同
組
合
機
能
の
見
直
し
が
最
も
必
要
で
あ
る

と
考
え
、次
の
よ
う
な
措
置
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　

近
年
、
大
企
業
等
に
リ
ス
ト
ラ
さ
れ
た
優
秀

な
人
材
を
活
用
し
、
国
費
に
よ
り
そ
う
し
た
人

材
を
協
同
組
合
の
『
ア
シ
ス
ト
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
』

と
し
て
配
置
し
、
組
合
で
課
題
と
な
っ
て
い
る
分

野
の
専
門
家
に
今
ま
で
の
経
験
、
専
門
知
識
を

活
用
し
、組
合
の
課
題
・
問
題
点
に
対
し
的
確

な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
え
る
人
材
を
派
遣
で
き
る

制
度
を
創
設
す
る
こ
と
。

　

.

環
境
保
全
等
に
対
す
る
補
助
金
等
の
確

19立
に
つ
い
て

　

環
境
負
荷
の
軽
減
対
策
が
、地
球
規
模
の
課

題
と
な
り
、
廃
棄
物
問
題
が
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
、
廃
棄
物
の
資
源
化
、
リ
サ
イ
ク
ル

が
広
く
求
め
ら
れ
て
い
る
中
で
、当
業
界
に
お
い

て
も
、こ
の
こ
と
に
努
力
を
重
ね
、平
成
十
二
年

四
月
よ
り
刃
物
の
研
磨
ス
ラ
ッ
ジ
（
年
間
一
千

二
百
ト
ン
）を
一
千
六
百
度
以
上
に
昇
温
可
能

な
電
気
炉
で
溶
解
し
、
製
鋼
、
一
定
の
形
状
の

製
品（
建
設
資
材
）又
は
、ス
ラ
ブ
は
路
盤
材
等

に
す
べ
く
展
開
中
で
あ
る
。

　

つ
い
て
は
、こ
れ
ら
の
取
り
組
み（
事
業
）に
対

し
て
の
補
助
金
制
度
の
確
立
を
講
ず
る
こ
と
。

　

.

研
修
生
受
入
組
合
の
受
入
れ
人
数
枠
の

20拡
大
に
つ
い
て

　

現
行
研
修
生
受
入
組
合
の
組
合
員
企
業
の

受
入
れ
人
数
枠
の
拡
大
を
図
る
こ
と
。
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喜
多
郎
長
良
川
コ
ン
サ
ー
ト
実
行

委
員
会
〔
事
務
局

：

岐
阜
長
良
川
温

泉
旅
館
協
同
組
合
（
伊
藤
善
男
理
事

長
）〕
は
八
月
十
七
日　

か
ら
二
日
間
、

（土）

『
喜
多
郎
コ
ン
サ
ー
ト
〜
長
良
川
を

奏
で
る
〜
』
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
今
年
が
鵜

飼
一
三
〇
〇
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、

記
念
行
事
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
、

シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
奏
者
の
喜
多
郎
氏

に
よ
り
音
と
光
で
観
客
を
魅
了
す
る

企
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

喜
多
郎
氏
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
特
集
『
シ

ル
ク
ロ
ー
ド
』、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル

『
四
大
文
明
』
や
映
画
の
テ
ー
マ
音

楽
な
ど
を
手
が
け
、
数
々
の
ア
ル
バ

ム
を
発
表
す
る
な
ど
活
発
な
音
楽
活

動
を
続
け
て
お
り
、
世
界
的
に
認
知

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

会
場
は
岐
阜
市
長
良
川
畔
の
特
設

会
場
（
長
良
橋
上
流
１
�
河
川
敷
の

野
外
ス
テ
ー
ジ
）
で
、
入
場
無
料
。

　

開
催
時
間
は
、
両
日
と
も
十
九
時

か
ら
二
十
一
時
ま
で
の
二
時
間
で
す

が
、
コ
ン
サ
ー
ト
内
容
は
異
な
り
ま

す
。

　

な
お
、
小
雨
決
行
で
す
が
、
長
良

川
増
水
時
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
終
了
後
、
鵜
飼
を
観

覧
で
き
る
プ
ラ
ン
も
あ
り
、
ま
た
、

岐
阜
長
良
川
温
泉
旅
館
協
同
組
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
か
ら
ホ
テ
ル
・
旅

館
の
宿
泊
の
料
金
確
認
と
予
約
も
で

き
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ

は
、
実
行
委
員
会

事
務
局
・
�
〇
五

八（
二
六
六
）〇
〇

一
五
ま
で
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
・http:/

/w
w
w
.nagaraga

w
a.org

　

岐
阜
県
建
具
工
業
協
同
組
合
（
竹

中
芳
弘
理
事
長
）
は
、
六
月
八
日
か

ら
三
日
間
、『
第　

回
岐
阜
県
優
良
建

33

具
展
示
会
』
を
セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐
で

開
催
し
た
。

　

県
内
の
四
十
七
事
業
所
が
五
十
五

点
を
出
展
。
出
展
内
容
は
、
①
伝
統

技
術
を
駆
使
し
た
木
製
美
術
工
芸
建

具
②
実
用
性
・
流
通
性
の
あ
る
木
製

建
具
③
金
属
や
新
素
材
を
取
り
入
れ

た
建
具
―
の
三
部
門
。
七
日
の
審
査

会
で
は
、
全
二
十
五
点
が
選
ば
れ
た
。

な
お
、
上
位
五
点
と
主
な
入
賞
者
は

次
の
と
お
り
。

　

定
年
等
に
よ
り
退
職
が
予
定
さ
れ

て
い
る
方
々
を
対
象
に
、
退
職
後
の

生
活
の
大
き
な
変
化
に
円
滑
に
対
応

し
て
い
く
た
め
、
よ
り
充
実
し
た
活

力
あ
る
豊
か
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と

な
る
よ
う
必
要
な
心
構
え
や
、
知
識
・

情
報
な
ど
を
提
供
し
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
き
ま
す
。

【
日
時
・
会
場
】
①
大
垣
会
場
＝
平

成　

年
９
月　

日　

、
９
時
〜　

時

14

20

（金）

16

　

分
、
大
垣
フ
ォ
ー
ラ
ム
ホ
テ
ル
②

45岐
阜
会
場
＝
平
成　

年
９
月　

日　

、

14

27

（金）

９
時
〜　

時　

分
、
長
良
川
ホ
テ
ル

16

45

【
講
義
テ
ー
マ
】「
定
年
退
職
を
ど
う

と
ら
え
る
か
」（
９
時　

分
〜　

時　

25

10

10

分
）、「
高
年
齢
者
の
た
め
の
身
近
な

経
済
」（　

時　

分
〜　

時　

分
）、

10

20

11

40

「
厚
生
年
金
の
あ
ら
ま
し
と
受
給
の

手
続
き
」（　

時　

分
〜　

時
）、「
高

12

40

14

年
齢
者
の
健
康
管
理
に
つ
い
て
」（　
14

時
〜　

時　

分
）、「
高
年
齢
者
の
就

15

10

業
と
雇
用
保
険
」（　

時　

分
〜　

時

15

20

16

　

分
）

20【
受
講
対
象
者
】
定
年
退
職
前
・　
50

歳
代
後
半
層
、
性
別
不
問
（
夫
婦
歓

迎
）。

【
定
員
】
岐
阜
会
場

：　

人
、
大
垣

60

会
場

：　

人
60

【
参
加
費
】
七
千
円
（
テ
キ
ス
ト
代
、

昼
食
代
等
）

【
お
問
い
合
わ
せ
】
社
団
法
人
岐
阜

県
雇
用
開
発
協
会
〔
岐
阜
市
薮
田
南

１
‐　

‐　

〕
�
・
〇
五
八
（
二
七

11

12

二
）
三
二
五
一
、
�
・
〇
五
八
（
二

七
六
）
三
〇
二
六

『
喜
多
郎
長
良
川
コ
ン
サ
ー
ト
』パ
ン
フ
レ
ッ
ト

『
喜
多
郎
コ
ン
サ
ー
ト
』開
催

岐
阜
長
良
川
温
泉
旅
館　
（協）

優
良
建
具
展
示
会
・
表
彰
式

伝
統
技
術
と
新
素
材
の
建
具
披
露

県
建
具
工
業　

・
優
良
建
具
展
示
会

（協）

定
年
退
職
後
の

『
生
涯
生
活
設
計
セ
ミ
ナ
ー
』

　

①
中
部
経
済
産
業
局
長
賞
＝
木
寺

木
工
所
（
揖
斐
支
部
）
②
中
部
森
林

管
理
局
長
賞
＝
山
田
指
物
店
（
不
破

支
部
）
③
岐
阜
県
知
事
賞
＝
丹
羽
木

工
所
（
岐
阜
支
部
）
④
岐
阜
県
議
会

議
長
賞
＝
郡
上
八
幡
工
芸
た
に
ぐ
ち

（
郡
上
支
部
）
⑤
土
岐
市
長
賞
＝
�

末
永
製
作
所
（
揖
斐
支
部
）
▽
岐
阜

県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
会
長
賞
＝

早
川
建
具
店
（
恵
北
支
部
）
▽
全
国

建
具
組
合
連
合
会
会
長
賞
＝
袖
浦
建

具
店
（
高
山
支
部
）
▽
岐
阜
県
建
具

工
業
協
同
組
合
理
事
長
賞
＝
指
又
長

屋
木
工
所
（
山
県
支
部
）、
�
カ
ネ
サ

シ
産
業
（
高
山
支
部
）、
正
村
家
具

（
岐
阜
支
部
）

8　　月

17・18 日

ご案内

�
…
７
月
は
『
暴
走
族
追
放
強
化
月
間
』
で
す
。
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海 外 駐 在 員 レ ポ ー ト

米国ユタ州の人材育成

岐阜県ユタ州駐在員　池　戸　克　成

●「能力主義」「結果重視」の米国雇用環境
　日本では不景気に伴う高失業率を背景に、雇用の維持・
創出を目的として一人あたりの労働時間を短縮し雇用を
分かち合う、いわゆる「ワークシェアリング」の導入が
注目を浴びている。国、連合、日経連による政労使検討
会議においても先の３月、ワークシェアリングの推進で
基本的に合意し、今後具体化に向けた動きが活発化する
見通しである。
　一方、米国ではワークシェアリングのような概念は基
本的に存在しない。能力のある者が仕事と富を得る社会
であり、官民を問わず、いつでも解雇され得るという社
会である。
　米国で生き残り、成功するためには結果が全てであり、
そのためには自らの能力・価値を常に高める努力を怠ら
ないことが求められている。
　米国で生活しようとする者はこのような厳しい雇用環
境に身を投じるわけだが、自らの力を高めるためにどの
ような機会を社会は提供しているのか、ユタ州の例を紹
介する。
●教育熱心なユタ州
　ユタ州は、優秀で豊富な労働力を提供する州というこ
とで各種格付け調査でも常に上位にランクされている。
２０００年には労働者教育において全米３位という評価を得
ている。州政府は総支出の４割を義務教育及び高等教育
関連に費やしており、識字率、高校卒業率、大学進学率・
卒業率、大学院進学率など教育関連の各種統計でも全米
トップレベルを維持している。
●企業の労働力確保をサポート ～「技能訓練制度」の魅力～
　州政府が実施する人材育成事業の柱として興味深い事
業がある。「カスタム・フィット・プログラム」と呼ばれ
る技能訓練制度である。これは州外からの企業誘致及び
州内既存企業の業務拡張を促進するための事業でもあり、
特定の企業が必要とする能力を持った労働力を企業に提
供するため、州政府がその企業のニーズに合った職業訓
練を計画・実施するとともに、経費も全額州が負担する。
企業にとっては人材育成経費を削減できる魅力ある制度
である。
　企業への就職希望者は州と企業の双方による面接等が
行われ訓練生が選定される。訓練場所は大学や州立の特
定技術訓練学校が通常であるが、企業内施設でも可能で
あり、訓練内容や訓練者など企業の希望を最大限考慮し

た形で実施さ
れる。訓練終
了後に訓練生
は企業に採用
されることに
なる。最近で
は、年間約４００
社前後がこの
制度を活用し
ており、年間
２万人程度が
訓練を受けて

いるという。業種では製造
業関連会社が大部分を占め、
情報関連、サービス部門と
続いている。
●大学は自己研鑽の場
　米国にはコミュニティ・
カレッジと呼ばれる地域の
２年制大学が至る所にある。
ここでは、卒業後に４年制大
学へ進学を目指す高校を卒
業したての学生もいれば、
主婦や年配の学生、留学生まで実に様々な人が学んでい
る。提供するカリキュラムも一般教養から職業・技能関
連、趣味的なものまで幅広い。学位取得が可能な一方で、
個人ニーズに合った短期間の訓練コースのみを受講し修
了証書を得ることもできる。やる気さえあれば、年齢を
問わず、学び自らを高める機会が自分の住む地元に用意
されているのである。
　またユタ州には、ユタ大学など全米でも非常にレベル
の高い４年制総合大学があり、高度な知識・技術を身に
付ける機会を提供している。研究開発や企業への技術移
転などでも優れたプログラムを有し、数多くの実績を残
している。
　ユタ州では、２０００年の個人所得に占める高等教育関連
支出が全米でトップであり、州民の教育への関心の高さ
がわかる。
●インターンシップで自分を売り込む大学生
  大学生には在学中にインターンシップによる職業経験
の機会が民間会社、公共機関を問わず提供されている。
賃金の支払いの有無や大学での単位取得の有無もまちま
ちのようだが、教室で学びながら仕事を体験し自らを高
められるという点で、多くの学生が将来を見据えた活動
を行っている。卒業後そのまま就職というケースもある
ことから、企業にとっても有望な人材を見極める機会と
なり有益なわけである。
　その仕組みは、受け入れ機関が校内で広告等により募
集し、それに応募する方法が一般的だが、学生が自ら希
望する会社等へアプローチし自分のスキルを売り込む方
法も珍しくないようである。
●新たな雇用・就業形態の構築を
　ユタ州政府に勤務し５ヶ月になるが、この短い間に多
くの職員が解雇される現実を目の当たりにしている。州
政府も経済の落ち込みによる収入不足で事業や組織・人
事を大胆に見直しており、民間企業、公職を問わず実力
社会の厳しさを痛感している。
　日本では新たな雇用・就業形態を模索している。大き
な経済社会の変化に合わせて、既存の概念や手法・シス
テムなどを見直すことが生き残りのためには必要なのか
もしれない。米国のやり方を全て真似ることがよいとは
思わないが、優良な事例を参考とし、日本の社会・風土・
文化に合ったシステムを作り出していく姿勢が大切だと
感じている。

高度な教育機会を提供するユタ大学

�
…『
ほ
っ
と
Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｋ　

― 
夏
に
は
連
続
休
暇
を 
―
』ゆ
と
り
の
あ
る
連
続
休
暇
で
、夏
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。【
厚
生
労
働
省
】
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県内中小企業主要業種の景気動向
（５月末調査）

表の見方：売上高～景況感：○好転・増加　△変わらず　▲悪化・減少

５月景況調査

　

夏
物
の
動
き
が
低

調
に
推
移
し
、ま
た
、

サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
開
催

に
よ
る
特
需
は
家
電

機
器
販
売
に
限
ら
れ
、

景
況
へ
の
好
影
響
は

ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な

Ｄ
Ｉ
値
改
善
続
く

Ｗ
杯
特
需
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ず

　

中
央
会
が
主
要
業
種
八
十
五
組
合
を
対

象
に
ま
と
め
た
『
五
月
の
特
色
』
は
次
の
と

お
り
。

　
〔
五
月
の
特
色
〕
組
合
か
ら
見
た
県
内
中

小
企
業
の
特
色
は
①
景
気
底
入
れ
模
様
・
強

い
先
行
き
不
安
②
低
価
格
・
需
要
低
迷
が
続

く
―
と
な
っ
て
い
る
。

　

五
月
の
Ｄ
Ｉ
値
は
マ
イ
ナ
ス　

ポ
イ
ン
ト

52

で
、前
月
の
マ
イ
ナ
ス　

ポ
イ
ン
ト
に
対
し
１

53

ポ
イ
ン
ト
の
改
善
と
な
っ
て
い
る
。
一
月
を
底

と
し
て
、
以
降
四
ヶ
月
改
善
が
続
き
、
当
月

は
概
ね
横
這
い
の
緩
や
か
な
改
善
で
あ
る
。

か
っ
た
。
全
般
的
に
個
人
消
費
の
低
迷
、
公
共
工

事
の
減
少
、
業
者
間
で
の
厳
し
い
価
格
競
争
等
に

よ
り
、依
然
と
し
て
売
上
減
少
、販
売
価
格
下
降
、

収
益
状
況
の
悪
化
が
大
き
く
、
厳
し
い
業
況
が
続

い
て
い
る
。

　

ま
た
、
全
国
的
に
�
景
況
底
打
ち
�
と
言
わ
れ

る
が
、県
内
中
小
企
業
の
実
態
は
底
打
ち
感
は
見

ら
れ
ず
、先
行
き
不
安
感
も
依
然
と
し
て
根
強
い
。

販
売
価
格
動
向
は
改
善
の
動
き
と
な
っ
て
い
る
が
、

依
然
、
深
刻
な
低
価
格
販
売
、
激
し
い
受
注
競
争

が
窺
わ
れ
、
一
部
に
は
採
算
割
れ
受
注
も
見
ら

れ
る
。

景

況

感

雇
用
人
員

資
金
繰
り

収
益
状
況

販
売
価
格

売

上

高

調査項目

業　　種

▲△▲△△△陶 磁 器 （ 輸 出 ）
△△△△△▲タ イ ル
▲△△▲▲▲窯 業 原 料
▲▲▲▲▲▲耐 火 れ ん が
▲▲▲▲▲▲石　 　 灰
△△△△△▲生　 コ　 ン
△△△△△△砂 利 生 産
▲△▲▲△▲砕 石 生 産
△△△△▲▲鋳　 　 物
▲▲▲▲△△刃物等金属製品 （輸出） 
△▲△▲▲○刃物等金属製品 （内需） 
▲△▲▲△▲メ　 ッ　 キ
▲△△▲▲▲県 金 属 工 業 団 地
△△△△▲△可 児 工 業 団 地
▲▲▲▲▲▲金　 　 型
▲▲△△▲△機械工具・工作機械
△△▲▲▲▲電 気 機 械 器 具
▲△△▲△△輸 送 機 器
▲△▲▲△▲各種物産品（観　 光）
▲▲▲▲△▲各種物産品（ギフト）
△△△△△△総合卸売業（飛騨地区）
△△△△△△総合卸売業（岐阜地区）
▲△△▲▲▲陶　 磁　 器
△△△△△△青　 　 果
△△△△△△水　 産　 物
○△△△△○家 電 機 器 販 売
▲▲▲▲▲▲メ ガ ネ 販 売
△△△△△△中 古 自 動 車 販 売
△△△△△△石 油 製 品 販 売

景

況

感

雇
用
人
員

資
金
繰
り

収
益
状
況

販
売
価
格

売

上

高

調査項目

業　　種

▲△△△△△味 噌 ・ 醤 油
▲▲▲▲△△豆 腐 製 造
○▲△○△○食 肉 （ 国 産 ）
△△△▲△△菓　 　 子
△△△△△▲米　 　 菓
▲▲▲▲▲▲酒　 　 造
▲△△▲△△製 麺
▲△△△△△ね　 ん　 糸
▲▲△▲△△ニ ッ ト 工 業
▲▲▲▲△▲毛　 織　 物
▲△▲▲△△合 成 繊 維 織 物
▲△▲▲△▲ニ ッ ト 雑 貨
▲△△▲△▲メ ン ズ ア パ レ ル
△△△△△△婦 人 ・ 子 供 服
▲△▲▲▲▲縫　 　 製
△△△△△△製　 　 材
▲▲▲▲▲▲銘　 　 木
△△△▲▲△集　 成　 材
▲▲▲▲▲▲家 具 （ 美 濃 ）
▲▲▲▲▲▲家 具 （ 飛 騨 ）
▲▲▲▲▲▲東 濃 ひ の き
△△△△△△家　 庭　 紙
▲△△△▲△特　 殊　 紙
▲△△▲△▲紙　 加　 工
▲▲▲▲▲△印　 　 刷
△▲△△▲○プ ラ ス チ ッ ク
▲▲▲▲△△陶 磁 器 （ 工 業 ）

景

況

感

雇
用
人
員

資
金
繰
り

収
益
状
況

販
売
価
格

売

上

高

調査項目

業　　種

▲▲△▲▲▲共 同 店 舗
○△△△△○生 花 販 売
▲▲▲▲△▲岐 阜 市 商 店 街
△△△△△△大 垣 市 商 店 街
▲▲▲▲▲▲多 治 見 市 商 店 街
△△△△▲△恵 那 市 商 店 街
△△△△▲△高 山 市 商 店 街
△▲△△△○車 体 整 備
△△▲▲▲▲タ イ ヤ 整 備
△△△○△○長 良 川 畔 旅 館
△△△△△△下 呂 温 泉 旅 館
△△△△▲△高 山 旅 館
△△△△△△ク リ ー ニ ン グ
△△○△△△広 告 美 術
▲▲▲▲▲▲情 報 サ ー ビ ス 業
△△△▲▲△映 像 制 作
△△△△△△飲　 食　 業
▲▲▲▲▲▲土 木 （ 岐 阜 ）
▲▲▲▲▲▲土 木 （ 飛 騨 ）
▲▲▲▲△△土木・建築（羽島）
▲△▲▲▲▲建 築 （ 各 務 原 ）
▲▲▲▲▲△鋼 構 造 物
－－－－－－電 気 工 事
▲△△▲▲▲管 設 備 工 事
△△△△△▲建 築 板 金
▲▲▲▲▲▲建　 　 具
▲▲△▲▲▲産直住宅（付知地区）
△△△▲▲▲貨 物 運 送（ 県 域 ）
▲○▲▲△▲軽 運 送

�
…『
ゆ
ず
り
あ
う
心
で　

夏
の
事
故
防
止
』７
月　

日　

〜　

日　

は
、「
夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動
」実
施
期
間
で
す
。【
岐
阜
県
交
通
安
全
対
策
協
議
会
】

11

（水）

20

（土）
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東
濃
西
部
の
三
市
一
町
（
多
治
見

市
、
土
岐
市
、
瑞
浪
市
、
笠
原
町
）

は
、
二
〇
〇
五
年
一
月
の
合
併
を
め

ざ
し
、
事
務
局
が
セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐

内
に
置
か
れ
、
合
併
協
議
会
も
こ
の

七
月
十
五
日
に
第
一
回
協
議
が
行
わ

れ
る
な
ど
よ
う
や
く
重
い
歯
車
が
動

き
出
し
た
。

　

こ
の
三
市
一
町
は
、
美
濃
焼
を
地

場
産
業
と
し
て
発
展
し
て
き
た
。
こ

の
東
濃
地
域
へ
何
度
も
講
師
と
し
て

お
迎
え
し
た
明
治
大
学
の
百
瀬
先
生

は
、「
東
濃
市
」
と
し
て
合
併
す
べ
き

こ
と
を
提
案
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の

地
域
に
は
多
く
の
陶
磁
器
関
連
組
合

が
地
域
毎
に
あ
り
、
中
で
も
陶
磁
器

メ
ー
カ
ー
の
組
合
は
、
十
四
産
地
に

分
類
さ
れ
て
存
在
し
て
い
る
。
最
盛

期
と
比
較
す
る
と
メ
ー
カ
ー
数
は
約

半
数
に
減
少
し
て
い
る
現
状
に
お
い

て
十
四
の
産
地
毎
に
組
合
運
営
を
行

う
こ
と
は
容
易
で
は
な
く
、
い
ず
れ

も
厳
し
い
運
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

お
り
、
組
合
の
合
併
が
議
論
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

「
飛
騨
国
分
寺
」
等
の
観
光
名
所
を

巡
り
な
が
ら
、
Ｊ
Ｒ
高
山
駅
と
同
美

術
館
を
結
ぶ
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が
運
行

さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
バ
ス
は
、
世
界
に
二
台
し
か

な
く
残
り
の
一
台
は
製
造
元
で
あ
る

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
博
物
館
に
展
示

さ
れ
て
お
り
、
購
入
に
際
し
、
車
輌

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
五
七
二－

二
五－

〇
八
六
五

Ｅ

‐m
ail：
ch
u
o
k
ait@
q
u
artz.o

cn
.n
e.jp

多
治
見
市
東
町
一－

九－

三
（
美
濃
焼
セ
ン
タ
ー
）

三
宅
利
勝
支
所
長
、
後
藤　

諭
・
板
津
朱
里

東
濃

支
所
だ
よ
り

　

高
山
市
内
に
あ
る「
飛
騨
高
山
美

術
館
」が
購
入
し
た
、世
界
に
二
台
し

か
残
っ
て
い
な
い
二
階
建
て
ロ
ン
ド

ン
バ
ス
が
、市
内
を
巡
回
し
て
い
る
。

　

真
っ
赤
な
車
体
に
新
世
紀
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
�
二
〇
〇
一
�
の
ナ
ン

バ
ー
プ
レ
ー
ト
が
目
を
引
く
こ
の
バ

ス
は
、
市
内
の
「
高
山
陣
屋
跡
」
や

　

し
た
が
っ
て
、
組
合
組
織
を
合
併

し
て
で
も
、
存
続
を
図
る
意
義
、
組

合
の
必
要
性
、
役
割
を
明
確
に
し
、

「
組
合
員
の
た
め
の
組
合
」
と
し
て

存
在
意
義
を
確
立
で
き
る
合
併
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
単
な
る
合
理
化

で
は
、
や
が
て
同
じ
課
題
に
遭
遇
す

る
こ
と
と
な
る
恐
れ
が
あ
る
。
合
併

を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
組
合

運
営
、
事
業
を
構
築
す
る
ビ
ジ
ョ
ン

が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
ご
理
解
い
た

だ
き
た
い
。
組
合
自
ら
の
経
営
の
革

新
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
本
会
も

最
も
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

飛
騨

支
所
だ
よ
り

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
五
七
七－

三
四－

四
三
〇
〇

Ｅ

‐m
ail：
chuokaih@

quartz.ocn.ne.jp

高
山
市
天
満
町
五－

一－

一
二
（
高
山
米
穀
駅
前
ビ
ル
内
）

松
野
信
一
支
所
長
、
武
田
京
子
・
安
田
真
也

高
山
市
内
を
走
る
ロ
ン
ド
ン
バ
ス

― 
高
山
市 
―　

　

こ
こ
で
一
つ
確
認
す
べ
き
は
、「
こ

の
ま
ま
で
は
組
合
の
運
営
が
厳
し
い

か
ら
合
併
を
」
と
言
う
の
は
、
組
合

の
役
職
員
の
論
理
で
あ
り
、
組
合
員

の
組
合
に
対
す
る
価
値
観
と
は
か
け

離
れ
て
い
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
つ
ま
り
、「
組
合
は
不
要
、
メ

リ
ッ
ト
が
な
い
」
と
思
う
組
合
員
が

多
い
の
で
は
な
い
か
。

�
合
併
�を
考
え
る

『
Ｃ
Ａ
Ｄ
セ
ミ
ナ
ー
』ご
案
内

企
業
技
術
者
向
け
実
践
的
研
修

　

各
務
原
市
須
衛
町
の
研
修
セ
ン

タ
ー
�
ア
ネ
ッ
ク
ス
・
テ
ク
ノ
２
�

で
開
催
さ
れ
る
岐
阜
県
主
催
の
『
Ｃ

Ａ
Ｄ
セ
ミ
ナ
ー
』（
八
月
分
）
を
ご
案

内
し
ま
す
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
一

般
の
セ
ミ
ナ
ー
に
比
べ
て
受
講
料
が

格
安
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
、

お
申
込
み
は
ア
ネ
ッ
ク
ス
テ
ク
ノ
２

研
修
担
当
・
�
〇
五
八
三
（
七
九
）

六
三
七
〇
・
�
〇
五
八
三
（
七
九
）

三
三
三
二
ま
で
。

【
試
作
加
工
】

　

▽
F
D
M
３
０
０
０
に
よ
る
R
P

実
技
研
修
＝
８
月
３
日　

、　

時
〜

（金）

１０

　

時
、
受
講
料
一
万
二
千
円
、
定
員

１７五
人

【
３
次
元
測
定
】

　

▽
D
S
４
０
６
０
に
よ
る
３
次
元

測
定
応
用
＝
８
月　
　

〜　

日　

、

２１
（水）

２３

（金）

　

時
〜　

時
、
受
講
料
四
万
二
千
円
、

１０

１７

定
員
五
人

【
３
次
元
C
A
D　

ハ
イ
エ
ン
ド
】

　

▽
金
型
設
計　

樹
脂
金
型
設
計
＝

８
月　
　

・　

日　

、　

時
〜　

時
、

２６
（月）

２７

（火）

１０

１７

受
講
料
四
万
円
、
定
員
五
人

　

▽
航
空
機
業
界
向
け
C
A
T
I
A

V
４　

基
礎
＝
８
月　
　

〜　

日　

、

２７
（火）

３０

（金）

　

時
〜　

時
、
受
講
料
六
万
円
、
定

１０

１７

員
五
人

【
２
次
元
C
A
D
】

　

▽
２
次
元
C
A
D　

基
礎
＝
８
月

　
　

・　

日　

、　

時
〜　

時
、
受

２８
（水）

２９

（木）

１０

１６

講
料
一
万
九
千
円
、
定
員
十
人

の
サ
イ
ズ
（
高
さ
四
�
、
幅
二
・
五

�
、
長
さ
九
�
）
が
日
本
の
基
準
に

合
わ
な
い
た
め
、
中
部
運
輸
局
に
保

安
基
準
の
緩
和
を
申
請
し
、
様
々
な

基
準
を
ク
リ
ア
し
て
認
可
を
得
た
経

過
が
あ
っ
た
。

　

館
長
さ
ん
曰
く
、「
こ
の
由
緒
あ
る

バ
ス
は
、
高
山
の
町
並
み
に
よ
く
似

合
う
。
き
っ
と
伝
統
あ
る
町
高
山
の

観
光
に
寄
与
す
る
は
ず
」
と
話
し
て

い
る
。

　

同
美
術
館
は
、
英
国
で
活
躍
し
た

建
築
家
ら
の
作
品
を
数
多
く
所
蔵
し

て
お
り
、
こ
の
バ
ス
を
購
入
し
た
こ

と
で
、
美
術
館
自
体
の
Ｐ
Ｒ
も
狙
っ

て
お
り
、
観
光
名
所
を
巡
り
な
が
ら
、

一
日
五
往
復
し
て
い
る
。
美
術
館
を

訪
れ
る
人
が
対
象
で
、
乗
車
料
金
は

無
料
、
十
一
月
か
ら
三
月
ま
で
の
冬

場
は
運
行
し
な
い
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
飛
騨
高
山
は

話
題
に
事
欠
か
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

�
…『
ふ
れ
あ
い
と　

対
話
が
築
く　

明
る
い
社
会
』７
月
は�
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
�強
調
月
間
で
す
。



2002 年（平成 14 年）7月 15 日　　岐阜県　中 小 企 業 情 報　　（第三種郵便物認可）　第 513 号（10）

　
〈
六
月
中
〉

４
日　

第
１
回
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ

岐
阜
・
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス

研
修
会
（
県
民
ふ
れ
あ
い
会
館
）

５
日　

岐
阜
県
建
設
関
連
業
団
体
部

会
第　

回
定
会
（
県
民
ふ
れ
あ
い

25

会
館
）

６
日　

岐
阜
県
眼
鏡
商
業　

レ
（協）

デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ブ
講
演
会
（
県
民

ふ
れ
あ
い
会
館
）

７
日　

岐
阜
県
食
品
産
業
協
議
会
第

　

回
通
常
総
会
（
グ
ラ
ン
ヴ
ェ
ー

26ル
岐
山
）

ヴ
ェ
ー
ル
岐
山
）

　
　

第　

回
岐
阜
県
教
育
改
革
懇
談

11

会（
県
立
華
陽
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
高

校
）

　

日　
　

岐
阜
県
情
報
産
業
協
会
第

26

（社）

１
回
通
常
総
会
・
研
修
会
（
長
良

川
ホ
テ
ル
）

　
　

エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
岐
阜
第
２

回
調
整
会
議
（
県
民
ふ
れ
あ
い
会

館
）

　

〜　

日　
　

岐
阜
県
電
機
工
業
会

28

29

（社）

第　

回
通
常
総
会
・
視
察
研
修
（
蒲

26
郡
市
）

　
　

平
成　

年
度
補
助
金
説
明
会

14

（
全
国
中
央
会
）

８
〜　

日　

岐
阜
県
建
具
工
業　

・

10

（協）

第　

回
県
優
良
建
具
展
示
会
（
セ

33
ラ
ト
ピ
ア
土
岐
）

　

日　

岐
阜
県
中
小
企
業
組
合
士
協

13
会
・
第　

回
通
常
総
会
（
ホ
テ
ル

25

パ
ー
ク
）

　

日　

中
央
会
・
理
事
会
（
グ
ラ
ン

19

　

中
小
企
業
総
合
事
業
団
で
は
、
中

小
企
業
者
の
環
境
安
全
規
制
法
等
へ

の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
た
め
、
講

習
会
の
開
催
な
ど
、
各
種
情
報
提
供

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
《
岐
阜
県
で
の
講
習
会
》【
テ
ー
マ
・

開
催
日
時
】
▽
『
化
学
物
質
管
理
対

応
講
習
会
〜
化
学
物
質
の
安
全
管
理

と
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
の
適
正
処
理
の
推

進
〜
』
＝
９
月　

日　

・　

時
〜　

24

（火）

13

17

時
▽
『
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
対

応
講
習
会
』
＝
９
月　

日　

・　

時

26

（木）

13

　

分
〜　

時
【
会
場
】
両
日
と
も
、

30

16

県
民
ふ
れ
あ
い
会
館
3
0
2
会
議
室

【
対
象
者
】
中
小
企
業
者
及
び
中
小

企
業
支
援
機
関
等
の
担
当
者
【
参
加

費
】
無
料
【
お
問
い
合
わ
せ
・
参
加

申
込
み
】　

岐
阜
県
産
業
経
済
振
興

（財）

セ
ン
タ
ー　

産
業
振
興
部　

�
〇
五

八
（
二
七
七
）
一
〇
八
四

　

ま
た
、
法
律
の
規
制
内
容
等
を
解

説
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
各
支
援
機

関
に
設
置
し
て
い
る
ほ
か
、
中
小
企

業
総
合
事
業
団
の
専
門
員
が
無
料
で
、

電
話
等
で
の
質
問
や
相
談
に
お
応
え

し
て
い
ま
す
。

　
《
お
問
い
合
わ
せ
先
》
中
小
企
業
総

合
事
業
団　

情
報
・
技
術
部　

環
境
・

環
境
安
全
規
制
法
等
へ
の
取
り
組
み
支
援

中
小
企
業
総
合
事
業
団

「
暑
中
見
舞
広
告
」
の
お
礼

　

こ
の
た
び
、『
岐
阜
県
中
小
企
業
情

報
』（
七
月
号
・
第
五
一
三
号
）
の

「
暑
中
見
舞
広
告
」
に
、
多
数
の
ご

協
賛
・
ご
協
力
賜
り
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
と
も
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
す
と
と
も
に
、
本

紙
の
ご
愛
読
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

ま
た
、
会
員
組
合
の
皆
様
方
の
取

り
組
み
等
に
関
す
る
情
報
提
供
も
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。（
広
報
振
興

チ
ー
ム
）

　

中
央
会
で
は
、
先
の
『
第　

回
通

47

常
総
会
』
に
て
会
員
の
皆
様
方
に
ご

承
認
を
い
た
だ
き
ま
し
た
「
平
成
十

四
年
度
会
費
」
に
つ
き
ま
し
て
、
岐

団
中
第
四
六
五
号
・
七
月
八
日
付
け

文
書
に
て
会
費
の
ご
請
求
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

会
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

厳
し
い
経
済
環
境
の
折
、
誠
に
恐
縮

に
存
じ
ま
す
が
、
九
月
末
日
ま
で
に

納
入
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
勝
手
な
が
ら
振
込
依
頼
書

の
振
込
金
受
取
書
を
も
っ
て
領
収
に

代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
別

途
領
収
書
を
必
要
と
さ
れ
る
場
合
に

は
本
会
の
領
収
書
を
発
行
致
し
ま
す

の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
中
央
会
・
管

理
調
整
チ
ー
ム
�
〇
五
八
（
二
七
七
）

一
一
〇
〇
ま
で
。

「
大
日
本
土
木
関
連
中
小
企
業
者

相
談
窓
口
」を
設
置

　

大
日
本
土
木
�
が
七
月
五
日
に
民

事
再
生
法
の
適
用
申
請
を
行
い
ま
し
た
。

　

岐
阜
県
で
は
、
緊
急
の
融
資
等
の

相
談
に
応
じ
る
た
め
、
七
月
八
日
よ

り
農
林
商
工
部
経
営
支
援
室
内
（
本

庁　

階
）
及
び
各
地
域
農
林
商
工
事

10
務
所
産
業
労
働
課
内
に
「
大
日
本
土

木
関
連
中
小
企
業
者
融
資
等
相
談
窓

口
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
ま
た
、
融

資
制
度
に
つ
い
て
は
、「
岐
阜
県
中
小

企
業
資
金
融
資
制
度
」（　

頁
参
照
）

11

が
利
用
で
き
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
県
農
林
商
工

部
経
営
支
援
室
資
金
融
資
グ
ル
ー

プ
・
�
〇
五
八
（
二
七
二
）
一
一
一

一
、
内
線
三
〇
七
六
ま
で
。

　

ま
た
、
中
央
会
に
お
い
て
も
「
大

日
本
土
木
関
連
中
小
企
業
者
相
談
窓

口
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

窓
口
は
、
中
央
会
・
調
査
労
働
チ
ー

ム　

�
〇
五
八
（
二
七
七
）
一
一
〇

三
で
す
。

〈
中
央
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〉

U
R
L
http://w

w
w
.chuokaigifu.or.jp/

  
 
 
‐        
 
 
        
‐           

〈
Ｅ
メ
ー
ル
〉

info@
chuokaigifu.or.jp

      
       
‐          

　
　

中
央
会
会
費
納
入
の
お
願
い

安
全
等
対
策
室　

�
〇
三
（
五
四
七

〇
）
一
五
一
七
、U

R
L
http://w

w

w
.jasm

ec.go.jp/kankyo/index.ht

m

�
…
『
ル
ー
ル
を
守
っ
て
国
際
化　

』
外
国
人
の
不
法
就
労
防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。【
法
務
省
入
国
管
理
局
】

！！
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岐阜県中小企業資金融資制度の概要
　

　大日本土木�と取引を行っている中小企業者・組合が経営の安定に支障を生じる場合、次の資金がご利用い
ただけます。

≪経済変動緊急対策特別資金≫

　１．経済変動対策特別資金

　　【対象要件】景気低迷、親事業者のリストラにより経営状況が悪化、次のいずれかに該当する場合。
　　　①最近３ヶ月の売上高が２～４年前同期比１５％以上減少かつ前年同期比１０％以上減少している。
　　　②最近６ヶ月の売上高が２～４年前同期比１０％以上減少かつ前年同期比５％以上減少している。
　　　③親事業者との取引額が全体の２０％以上を占め、将来３ヶ月の売上高が１５％以上又は将来６ヶ月の売

上高が１０％以上減少する見込み。
　　　④直近の単年度決算で欠損が生じ、経営の安定に困窮している。
　　【資金使途】運転・設備資金
　　【融資限度額】個人・会社・組合：８,０００万円（うち運転資金　４,０００万円）
　　【償還（据置）期間】運転資金：７年（１年）以内、設備資金：１０年（１年）以内
　　【融資利率】年０．８％（信用保証付きの場合も同率）
　　【保証料】年０．５％（必要により）

　２．関連倒産防止特別資金

　　【対象要件】倒産企業に対し５０万円以上の債権を有し、倒産企業に対する取引依存度が２０％以上である
か、経営の安定に支障をきたすと認められること。

　　【資金使途】運転資金
　　【融資限度額】個人・会社・組合：４,０００万円
　　【償還（据置）期間】運転資金：７年（１年）以内
　　【融資利率（信用保証付に限る）】（年０．８％）
　　【保証料】年０．５％（すべて必要）

　３．小規模企業特別小口緊急資金

　　【対象要件】所得税（法人税）、事業税又は所得割りのある県民税若しくは市町村民税のうちいずれかを
１年間完納している場合。

　　【資金使途】運転・設備資金
　　【融資限度額】個人・会社・組合：１,２５０万円
　　【償還（据置）期間】運転資金：７年（１年）以内、設備資金：１０年（１年）以内
　　【融資利率（信用保証付に限る）】（年０．８％）
　　【保証料】年０．４％（すべて必要）

≪中小企業振興支援資金≫

　１．経営安定資金

　　【対象要件】特に要しない
　　【資金使途】運転・設備資金
　　【融資限度額】個人・会社・組合：６,０００万円（うち運転資金４,０００万円）
　　【償還（据置）期間】運転資金：７年（１年）以内、設備資金：１０年（１年）以内
　　【融資利率（信用保証付）】年１．４％（年１．２％）
　　【保証料】年０．７％（必要により）

＜相談窓口＞

　岐阜県農林商工部経営支援室、各地域農林商工事務所産業労働課、岐阜県信用保証協会、岐阜県中小企業
団体中央会、市町村、商工会議所・商工会

＜融資申込み先＞

県下各普通銀行、信用金庫、信用組合、商工中金、県信連、農業協同組合
　※ 融資申込みは、金融機関所定の方法にてお申し込み下さい。
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≪事業主・事業主団体の皆様方へ≫

『育児・介護雇用安定助成金』のご案内
～「仕事」と「家庭」の両立をバックアップします～

　

１．事業所内託児施設助成金　労働者のための事業所内託児施設の設置費・運営費・増築費又は保育遊具

等購入費に係る費用の一部を助成します。

【設置費】費用の２分の１、限度額＝２,３００万円【運営費】費用の２分の１、限度額＝規模に応ずる

【増築費】費用の２分の１、限度額＝１,１５０万円【保育遊具等購入費】購入費用－１０万円、限度額＝４０万円

２．育児・介護費用助成金　労働者が育児・介護に係るサービスを利用した場合の費用の負担を軽減する

措置を実施した事業主に対して、その措置の実施に要した額の一定割合を助成します。

　　◇限度額＝規模に関わらず、労働者１人当たり３０万円、かつ１事業所当たり３６０万円

　　　　　　　【支給額】中小企業：３分の２、大企業：２分の１

　　◇育児・介護サービス制度を平成１０年４月１日以降に新たに設け、最初の利用者が生じた場合、上記の

金額に加え支給　【支給額】中小企業：４０万円、大企業：３０万円

３．育児休業代替要員確保等助成金　育児休業取得者の代替要員を確保し、かつ、育児休業取得者を育

児休業終了後に原職等に復帰させた事業主に対して支給します。

　　◇原職等への復帰について、平成１２年４月１日以降就業規則等に新たに規定した事業主

　　　・最初に要件を満たした育児休業取得者が生じた場合

　　　　　中小企業：５０万円、大企業：４０万円

　　　・上記の育児休業取得者が生じた日の翌日以降３年間、２人目以降の育児休業者が生じた場合

　　　　　中小企業：１５万円／１人、大企業：１０万円／１人　（但し、１事業所年間２０人まで）

　　◇原職等への復帰について、平成１２年３月３１日までに就業規則等に既に規定している事業主

　　　　平成１２年４月１日以降育児休業者が生じた日の翌日以降３年間

　　　　　中小企業：１５万円／１人、大企業：１０万円／１人　（但し、１事業所年間２０人まで）

４．育児両立支援奨励金　小学校就業前の子を養育する労働者が利用できる勤務時間短縮等の制度を、新

たに就業規則等に規定し、３歳以上小学校就学の始期に達するまでの子を養育する労働者が最初に利用した

場合に、事業主に対して支給します。【支給額】中小企業：４０万円、大企業：３０万円

５．看護休暇制度導入奨励金　小学校就学前の子を養育する労働者が、子の看護のために、年次有給休暇

とは別に取得できる休暇制度を新たに就業規則等に規定し、労働者が最初に利用した場合に、事業主に対し

て支給します。【支給額】中小企業：４０万円、大企業：３０万円

６．育児・介護休業者職場復帰プログラム実施奨励金　育児休業又は介護休業をした労働者がスムー

ズに職場に復帰できるよう、次のいずれか１つ以上の措置（職場復帰プログラム）を実施した事業主・事業

主団体に支給します。

　　①情報等の提供　②在宅講習　③職場環境適応講習　④職場復帰直前講習　⑤職場復帰直後講習

　　　【支給額】中小企業：２１万円／１人、大企業：１６万円／１人

　　詳細についてのお問い合わせ、資料のご請求は下記まで。

　　　　財団法人２１世紀職業財団岐阜事務所
　　　　　　〒５００―８８４２　岐阜市金町４―３０　明治生命岐阜金町ビル７階
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL・０５８-２６６-５０３３　FAX・０５８-２６６-５０３１


